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I 善導寺・大橋校区の文化財 I 
善導寺・大橋校区は、筑後川の川岸に無数にある自然堤防（河川の堆積物

によってできた自然の高まリ）に立地しています。川の恵みの豊かな土地で
すが、日本でも有数の襲れ川である筑後川の洪水に悩まされてきだ地域でも
あリます。この地域には縄文時代前期（約6500年前）から人々が生活して
あり、その足跡は現在も校区の各地に見ることができます。まだ、善導寺町
も大橋町も、当地にある貴重な文化財が、町の名前の由来になってあり、地
域の人々にとってそれらの文化財がいかに大切にされてきだかが分かります。

きづガいせさ とこうぼ もっガんほ せつかんほ

弥生時代の前期（約2500年前）の木塚遺跡では土濃墓、木棺墓、石棺塞
ほんむらうちはた ＇ ふるきたかわぞこ

などのあ墓が見つかっています。その他、本村内畑遺跡、古北川底遺跡など
で弥生時代の土器片が見つかっています。次の占墳時代（約1750~1350年
前）になると、木塚地区1こだくさんの古墳が造られましだ。奈良時代には条
里制のもと、縦横をきれいにそろえだ水田がつくられました。平安時代の明

よだ

確な集落跡は分かっていませんが、与田遺跡などから土器片や磁器片が見つ
ざいこくし あうりょうし

ガっています。そして、鎌倉時代のはじめに、筑後在国司・押領使に任命さ
しょうこうしょうに1v

れだ地元の豪族・草野氏の後押しのもと善導寺が聖光上人によって開基され
(1208年）、繁栄していましだが、南北朝時代や戦国時代には、戦乱に巻き

どうせつ

込まれています。特に天正12年 (1584年）には、大友氏の家臣、立花道雪
じ＇ょううん

と高橋紹運が筑後に侵攻した際に、焼き討ちにあい、多くの僧侶や建物を失
いました。まだ、豊臣秀吉の島津攻めの翌年に草野氏が滅亡しだことで、有
力な後援者を失った善導寺は、一時期衰退しましだが、江戸時代にはいると、
筑後国王となった田中氏や、その後に久留米藩主となっだ有馬氏が、善導寺

ひご

を庇護し、再び栄えました。
もくぞうぜんどうたいしざぞう

善導寺には、木造善導大師坐像を始めとする仏像や、江戸時代の建物など、
多くの貴重な文化財が残されています。大橋町には、江戸時代の元禄11 (1698) 

さしで いしうら

年、指出村と石浦村の間を流れる巨勢川に、石浦大橋が架けられました。待
望の頑丈な石橋で、人々に喜ばれましだ。現在、善導寺と石浦大橋は、修理
や復元等の事業によって、往時の輝きを取り戻し、地域の歴史遺産として活
用されています。

■こんなにあるぞ！善導寺・大橋校区の文化財■
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弥生

古墳

じだい

遥跡の時代1こんな遇跡です
ちんせいしょうにん でし けいれんしゃにゅうIt\,\しょうにん いいだろくろう
鎮西上人の弟子の敬蓮社入西上人が、飯田六郎1こ

きしん ガいき
土地の寄進を受け開基したと伝わるあ寺の跡です。
くさのししそ くさのながつね さ んなんいいだろくろうながのぷ やガたあと

草野氏始祖の草野永経の三男飯田六郎永信の館跡。
いいだろくろう 1a力 し＼

飯田六郎の塞と言われています。
習諒員社の主涵油、采薔羞、宕鞄巌ゃ、舌議愉等代、言笹
の生活跡がありましだ。

さづか どうまえもとむら ごうふん こふんくん
木塚堂前•本村1~4号墳からなる古墳群です。

たいは
現在は大破しています。
ほち
墓地
いたU
板碑
はくじ はじさ
白磁、 土師器などの還物が散布。字名が「カワラケソノ」。

てんぶん天文10年 (1541年）に開かれだあ寺であると伝わっています。
隋凡森った鼻\iこ壬扇が見つかりました。
若誨、音磁、主悔扇などが見つかっています。
村と村の境界を示す石です。

6 1
もと0らうちはたいせさ

本村内畑遥跡 弥生
7 さるたひこ せき0

猿田彦石碑 不明
8 よだいせき

与田還跡 平安～

， 
せいせいじ
西誓寺 室町

10 
ふるきた力わぞこいせき
古北川底濃跡 弥生～

11 ふるeたいビき
古北遺跡 平安～

121 �
なかじ蒙むらぶんかい0りう四き

与田中嶋村分界標石不明
131 

ぜんどうじ

善導寺 鎌倉～

141 
ちんぜいしょうにんだびびよう
鎮西上人荼毘廟 江戸

15 I 
かくやしきい せき
格屋敷還跡

161 
いいだ わた ばあと
飯田の渡し場跡

171 
え＇）いぜき わす いし
恵利井堰の忘れ石 1 江戸

231 
やすだもり てんじんさま
安田森の天神様

しょうこうしょうEん 力そうば た せき0
聖光上人の火葬場に建てられた石稗があります。
へい せい ねん はっくつちょうさ あ;;y. . . . . ?>ぞ こふんじ

古墳・鎌倉I 平成12年に発掘調査が行われています。溝や古墳時
だい ちゅうせい とき しゅつど

代と中世の土器が出土しています。
ちくごかわざし くすたいほく のじるしたいしょうき しよう pた

安土桃山I 筑後川岸、 楠大木が目印、大正期まで使用された渡し
ば あと

場の跡です。
命

リいピききょうしゅつ わす いし
心、利井堰に供出するはずだったが、忘れられた石を
てんよう

転用しだ羅です。
えどしだい つく

古いあ寺の跡。江戸時代に 、 恵利井堰を作るだめに
ほせさ せきとうるい きょうしゅつ
墓石・石塔類を供出しました。
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鎌倉～？

こほ こ かさ いし こ いしれつ

古墓。3個の重ね石と、 9個からなる石列があります。
こせがわていほう

巨勢川堤防上にあります。郡の境目を示しだ石です。
へいけ あちうと やすだ さくべえ くよう つガ
平家の落人の安田作兵衛を供養するだめの塚だとい

で1vしょう ｀のこ

う伝承ガ残っています。


